
未
曾
有
の
事
態
の
中
で

理
事
長　

矢
　
吹
　
道
　
徳

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
大
流
行
に
よ
っ
て
、

人
類
は
幾
度
目
か
の
重
大
な
存

亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
幸
い
日

本
で
は
医
療
関
係
者
の
感
染
の

恐
怖
の
中
で
の
懸
命
な
努
力
と

奮
闘
と
、『
幸
運
』
に
恵
ま
れ
て
、

現
段
階
で
は
、
辛
う
じ
て
『
医

療
崩
壊
』
の
顕
在
化
は
免
れ
て

い
ま
す
。

　

勿
論
、
今
後
第
二
波
、
第
三

波
の
襲
来
も
予
想
さ
れ
、
全
く

予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
備
え
の
時
間
は
与
え
ら
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
間
世
界
を
席
巻

し
た
、「
新
自
由
主
義
」
と
い
う
、

全
て
を
投
資
効
率
（
金
儲
け
）

の
視
点
か
ら
考
え
、「
選
択
と
集

中
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、「
公

共
の
企
業
化
」
を
行
っ
た
弊
害

が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ

て
新
自
由
主
義
政
治
家
の
御
三

家
（
レ
ー
ガ
ン
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
・

中
曽
根
）
の
一
人
サ
ッ
チ
ャ
ー

元
首
相
は
、「
社
会
な
ど
存
在
し

な
い
。
あ
る
の
は
国
家
と
家
族

だ
け
だ
」
と
言
い
放
ち
ま
し
た

が
、こ
の
間
各
国
で「
人
間
の
命
」

を
支
え
た
の
は
、「
社
会
」
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
新
自

由
主
義
の
も
と
切
り
捨
て
ら
れ

た
、
医
療
や
福
祉
の
社
会
保
障

が
機
能
し
た
か
ら
こ
そ
、「
人
間

の
命
」
が
擁ま
も

ら
れ
た
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
来

る
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
を
考
え
る

上
で
欠
か
せ
な
い
視
点
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
一
年
共
に
奮
闘

し
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を

考
慮
し
、
本
総
会

に
先
立
っ
て
行
わ

れ
る
公
民
館
等
で

の
議
案
書
説
明
会

の
開
催
を
中
止
と

し
ま
し
た
。
ま
た

例
年
よ
り
規
模
を

縮
小
し
て
行
う
為
、

総
代
に
は
書
面
議

決
書
に
よ
る
議
決

権
の
行
使
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
当

日
は
各
支
部
・
地

区
の
代
表
者
と
理

事
の
三
九
名
が
参

加
し
、
今
泉
千
佳

子
総
代
を
議
長
に

選
出
し
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　

國
井
専
務
理
事

よ
り
議
案
一
括
提

案（
詳
細
は
二
面
）

が
あ
り
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
総
代
会

終
了
後
、
第
一
回

理
事
会
に
て
、
三

役
体
制
及
び
代
表

理
事
選
定
に
よ
り
、

代
表
理
事
・
理
事

長
に
矢
吹
道
徳
、

副
理
事
長
に
鈴
木

英
司
、
本
藤
と
し

子
、
長
谷
部
弘
、

代
表
理
事
・
専
務

理
事
に
國
井
勝
義

を
選
定
し
ま
し
た
。

第42回通常総代会

継続した地域医療と介護を
「中期計画」の最終年度、「経営計画」の２年目

感染予防のため間隔を空けた会場

理
事
長
挨
拶

2020年６月21日、第42回通常総代会をカルチェ ド シャン・ブリアンにて開催しました。

小名浜生協病院 ☎53-4374

付属せいきょうクリニック ☎53-4372

介護医療院 ☎53-4374

地域連携支援室 ☎53-4374

在宅福祉センター ☎92-2400

訪問看護ステーションかもめ ☎53-5190

通所リハビリテーション ☎73-8760

デイサービスセンター岡小名 ☎73-3900

ヘルパーステーション ☎92-2480

特別養護老人ホーム　にじの郷 ☎73-0266

事業所のご案内

2020年７月　第257号1

憲法第九条
戦争の放棄

１�　日本国民は、正義と秩序を基
調とする国際平和を誠実に希求
し、国権の発動たる戦争と、武
力による威嚇又は武力の行使は、
国際紛争を解決する手段として
は、永久にこれを放棄する。 
２�　前項の目的を達するため、陸
海空軍その他の戦力は、これを
保持しない。国の交戦権は、こ
れを認めない。

発行　浜通り医療生活協同組合　　編集　機関紙編集委員会
〒971－8151 いわき市小名浜岡小名字山ノ神40

組織部 92-3099　FAX 92-3105
ホームページ　http://www.hamadori-coop.jp/houjin.html

一人は万人のために、万人は一人のために

2020 年７月　第 257号2020 年７月　第 257号

浜通り医療生協ニュース
私たちの現況

（2020年5月31日現在）

組 合 員 数

出資金総額

一人当たりの平均

17,759人

5億3,168万円

29,939円



第 42 回 通常総代会報告

承
認
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案　
二
〇
一
九
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
・
剰

余
金
処
分
並
び
に
監
査
報
告

　

國
井
専
務
理
事
が
報
告
を

行
っ
た
。
酒
井
特
定
監
事
よ
り

「
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
し

た
」
と
報
告
が
あ
り
、「
経
常

利
益
が
二
期
連
続
し
て
目
標
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も

事
業
利
益
が
二
〇
一
二
年
以
来

七
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
の
収

束
が
見
え
な
い
状
況
の
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、地
域
住
民
の
「
命
の
綱
」

と
し
て
の
医
療
生
協
を
守
る
た

め
に
知
恵
と
力
を
発
揮
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
所
見
が

あ
っ
た
。

第
２
号
議
案　
二
〇
二
〇
年
度

上記のとおり報告いたします。
　2020 年 6 月 21 日

浜通り医療生活協同組合　　　
理事長　矢吹　道徳

第 52期浜通り医療生活協同組合
損 益 計 算 書
自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

単位：千円
【経常損益】
〔事業損益の部〕
　事業収益 1,914,148
　事業費用 1,727,822
　　事業総剰余金 186,326
　本部費 142,261
　　事業剰余金 44,065
〔事業外損益の部〕
　事業外収益 14,486
　事業外費用 12,526
　　経常剰余金 46,025

【特別利益】 

特別利益 1,874
特別損失 784
　税引前当期余剰金 47,115
　法人税等 543
　当期剰余金 46,572
　当期首繰越損失金 △ 2,258
　当期末処分剰余金 44,314

議案採決時の様子

事
業
計
画
・
予
算

　

二
〇
二
〇
年
度
は
左
記
の
五

つ
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

む
。

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
徹
底
に
よ
り
、
患

者
・
利
用
者
・
職
員
と
事
業

所
を
ま
も
り
、
継
続
し
て
地

域
医
療
と
介
護
が
提
供
で
き

る
体
制
を
維
持
す
る
。

②�

法
人
目
標
や
地
域
の
要
求
に

応
え
る
た
め
、
健
全
な
経
営

基
盤
の
確
立
を
目
指
す
。

③�

住
民
団
体
と
し
て
、
活
動
を

見
え
る
化
す
る
。

④�

健
康
づ
く
り
を
通
し
て
、
く

ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
る
。

⑤�

憲
法
に
も
と
づ
く
平
和
で
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目

指
す
。

第
３
号
議
案　
役
員
報
酬
決
定

の
件

　

理
事
二
七
名
、
監
事
五
名
の

報
酬
総
額
範
囲
を
決
定
。
総
額

範
囲
内
に
お
け
る
各
役
員
報
酬

額
、
支
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
、
理
事
会
、
監
事

会
に
一
任
。

第
４
号
議
案　
役
員
選
任
規
約

改
正
の
件

　

成
年
被
後
見
人
法
が
二
〇
一
九

年
六
月
一
四
日
公
布
に
伴
い
、

消
費
生
活
協
同
組
合
及
び
同
施

行
規
則
が
改
正
し
、
九
月
一
四

日
に
施
行
。
こ
れ
に
よ
り
、
役

員
選
任
規
約
（
候
補
者
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
者
）
第
四
条

二
の
「（
二
）
被
補
助
人
」
部

分
を
削
除
。

第
５
号
議
案　
役
員
選
任
の
件

　

理
事
及
び
監
事
全
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
選
任
を
実
施
。

現
任
理
事
・
監
事
の
再
任
他
、

新
任
理
事
に
菅
家
新
氏
、
工
藤

滋
子
氏
、
中
野
好
美
氏
、
松
本

洋
子
氏
が
就
任
。
又
、
加
藤
正

子
氏
、
中
島
道
子
氏
、
早
川
千

2020年７月　第257号 2



医福連の全国４課題 2019目標 2019到達 目標比% 2020目標

仲間ふやし 　800人  　443人  55.3% 800人

出資金ふやし 5,000万円  3,157万円  63.1%  5,000万円

班づくり
班　数 10班  5班  50.0%  10班

班　会 1,200回 1,394回 116.1%  1,200回

担い手ふやし 延べ200人 延べ49人 24.5% 延べ200人

○
支
部
の
部
（
30
人
以
上
）

　

久
世
原
・
中
山
支
部

　

神
白
支
部

　

江
名
支
部

　

泉
支
部

○
職
場
の
部

　

�

せ
い
き
ょ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
外

来
看
護
・
医
事
課
）

○
個
人
の
部
（
５
人
以
上
）

�

※
敬
称
略　

順
不
同

四
倉
支
部

　

大
和
田　

博　
　

榎
内　

正
和

久
世
原
・
中
山
支
部

　

本
藤
と
し
子

北
ブ
ロ
ッ
ク

　

矢
吹　

道
徳　
　

宮
内
眞
佐
子

内
郷
・
好
間
支
部

　

根
本　

靖
子

玉
川
支
部

　

滝　
　

和
子　
　

矢
吹　

淑
子

　

芳
賀
セ
イ
子

神
白
支
部

　

左
近
司
愛
子

江
名
支
部

　

関
口
多
賀
子　
　

吉
田　
　

実

　

中
山　

紘
子

泉
支
部

　

今
泉
千
佳
子　
　

金
成
千
恵
子

　

清
信　

洋
子　
　

佐
藤　

淑
子

勿
来
支
部

　

松
本　

光
子

○
職
員

　

門
馬　

晴
美　
　

藤
原　

清
子

　

鈴
木　

季
子　
　

斉
藤　

香
織

　

原
田
こ
ず
え　
　

渡
邊
麻
依
子

　

黒
須　

茂
樹　
　

川
島　

美
穂

　

木
船　

利
恵　
　

下
藤　

一
行

　

工
藤　

史
雄　
　

佐
藤　

志
保

　

中
村　

文
乃

　

個
人
の
部
表
彰
者
に
は
景
品

と
し
て
、
今
年
度
は
い
わ
き
祝

布
と
い
わ
き
海
星
高
校
の
命
の

お
守
り「
救
命
浮
環
」ス
ト
ラ
ッ

プ
を
贈
呈
。

泉支部せいきょうクリニック

枝
子
氏
が
任
期
満
了
で
退
任
と

な
っ
た
。

第
６
号
議
案　
議
案
決
議
効
力

発
生
の
件

　

各
決
議
に
関
し
て
、
誤
字
等

修
正
す
べ
き
事
項
が
あ
っ
た
場

合
、
提
案
の
趣
旨
に
反
し
な
い

範
囲
で
字
句
等
の
修
正
を
行
う

こ
と
を
理
事
会
に
一
任
。

二
〇
一
九
年
度

仲
間
ふ
や
し
表
彰

（
支
部・班・個
人
）

　

無
差
別
・
平
等
・
人
権
尊

重
を
基
礎
と
し
た
「
浜
通
り

医
療
生
協
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
を
目
指

す
た
め
、
次
の
通
り
の
活
動

に
取
り
組
む
。

Ⅰ　
組
合
員
活
動

①�

各
地
域
・
地
区
人
口
10
％

を
目
標
に
仲
間
ふ
や
し
、

担
い
手
づ
く
り
、
支
部
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

②�

出
資
金
目
標
を
六
億
円
に

設
定
し
、
中
期
計
画
三
年

間
で
純
増
三
〇
〇
〇
万
円

に
す
る
。

③�

各
地
域
・
地
区
の
他
団
体
・

グ
ル
ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
し
、
連

携
強
化
を
図
る
。

④�

各
地
域
・
地
区
で
求
め
ら

れ
る
組
合
員
活
動
や
事
業

実
現
を
目
指
す
。

⑤�

平
和
を
ま
も
り
、
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
る
活
動
に

取
り
組
む
。

Ⅱ　
医
療
・
介
護
事
業
活
動

①�

経
営
改
善
を
強
力
に
す
す

中期計画
［2018年－2020年］

め
、
経
営
基
盤
確
立
に
向

け
取
り
組
む
。

②�

病
棟
再
編
・
事
業
拡
大
・

管
理
体
制
再
編
に
取
り
組

む
。

③�

地
域
連
携
、
医
療
・
介
護

の
連
携
に
取
り
組
む
。

④�

在
宅
医
療
・
介
護
・
支
援

の
強
化
に
取
り
組
む
。

⑤�

医
師
・
看
護
師
を
初
め
と

す
る
職
員
の
確
保
・
育
成

に
取
り
組
む
。

⑥�

社
会
福
祉
法
人
虹
の
会
と

更
な
る
連
携
強
化
に
取
り

組
む
。

⑦�

平
和
を
ま
も
り
、
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
る
活
動
に

取
り
組
む
。

　

医
療
事
業
、
介
護
事
業
、

組
合
員
事
業
を
三
本
の
柱
と

し
、活
動
す
る「
中
期
計
画
」。

し
か
し
そ
の
実
現
の
た
め
に

は
、
確
固
た
る
経
営
基
盤

の
確
立
が
必
須
と
考
え
る
。

二
〇
一
八
年
度
は
、
出
資
金

の
増
資
活
動
の
強
化
と
事
業

収
益
の
拡
大
に
向
け
、
病
棟

再
編
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

の
展
開
）
と
新
規
事
業
と
し

て
の
介
護
医
療
院
開
設
に
取

り
組
ん
だ
。

　

健
全
な
経
営
に
向
け
て
、

経
営
基
盤
の
強
化
確
立
の
た

め
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら

二
〇
二
三
年
度
ま
で
の
五
年

間
を
期
間
と
す
る
左
記
の

「
経
営
計
画
」
に
取
り
組
む
。

１�

、
医
療
福
祉
生
協
連
や
民

医
連
の
方
針
に
沿
っ
て
進

め
て
行
く
。

２�

、
必
要
利
益
確
保
に
向
け

経営計画
［2019年－2023年］

て
、
事
業
収
益
の
拡
大
と

事
業
利
益
確
保
の
た
め
、

更
な
る
病
床
再
編
と
事
業

展
開
、
組
織
編
成
に
取
り

組
む
。

３�

、
組
合
員
拡
大
と
継
続
し

た
出
資
金
増
資
活
動
の
強

化
に
取
り
組
む
。

４�
、健
全
な
経
営
を
目
指
し
、

短
期
借
入
金
の
返
済
計
画

の
策
定
と
実
行
に
取
り
組

む
。

５�

、
全
職
員
・
組
合
員
参
加

の
開
か
れ
た
経
営
を
目
指

す
。
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新
入
職
員
紹
介

①
趣
味
・
特
技

②
干
支　

③
性
格

④
生
ま
れ
た
と
こ
ろ

⑤
ひ
と
言
Ｐ
Ｒ

▪
政
井
　
前
穂

　
　
（
ま
さ
い　

ま
え
ほ
）

　

検
査
科

　

臨
床
検
査
技
師

　

２
０
１
９
／
４
／
13
入
職

①
登
山
、
ス
キ
ー
、
タ
イ
ピ
ン
グ

②
と
ら

③
前
向
き

④
平

⑤�

い
ち
早
く
業
務
を
覚
え
、
自
分
の
前

向
き
さ
を
活
か
し
て
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

浜
通
り
医
療
生
活
協
同
組
合
に
着
任
さ
れ
た
医
師
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

―
地
域
の
健
康
と

　
　
　

安
心
の
た
め
に
―

前
まえ

田
だ

 浩
ひろ

司
し

 医師

高
たか

橋
はし

　剛
ごう

 医師

医
師
紹
介

　

初
め
ま
し
て
、
五
月
よ
り

勤
務
し
て
い
ま
す
前
田
浩
司

と
申
し
ま
す
。
東
京
都
出
身

の
六
六
歳
で
す
。
縁
が
あ
り

小
名
浜
で
仕
事
を
し
て
二
二

年
に
な
り
ま
す
。
趣
味
は
ゴ

ル
フ
で
月
二
回
以
上
は
ゴ
ル

フ
場
に
行
き
ま
す
が
、
ス
コ

ア
は
全
く
良
く
な
る
き
ざ
し

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
小
名
浜
生
協
病
院
で

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
あ
る
程
度
年
を

と
っ
て
か
ら
の
就
職
と
な

り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

多
々
あ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
残

り
の
人
生
皆
様
と
と
と
も
に

地
域
医
療
の
発
展
の
足
し
に

な
れ
る
よ
う
、
微
力
で
す
が

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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「社会など存在しない」と言ったのは
誰ですか？

「○○○○○元首相」

　

四
月
よ
り
総
合
診
療
専
門

医
研
修
で
当
院
に
一
年
間
赴

任
さ
れ
た
、高
橋
剛
先
生
は
、

六
月
現
在
地
域
の
組
合
員
さ

ん
と
後
期
研
修
の
一
環
と
し

て
交
流
中
♪

　

高
橋
先
生
の
紹
介
と
組
合

員
交
流
の
よ
う
す
は
次
号
九

月
号
で
お
伝
え
し
ま
す
！ 地

元
Ｆ
Ｍ
で
文
学
散
歩
の
番
組
で
解
説
を
さ
れ
て
い
る
鈴
木
英
司
副
理
事
長
が
市
内
各
地

を
ぶ
ら
り
…
感
じ
た
こ
と
を
エ
ッ
セ
イ
に
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
新
た
な

日
常
を
取
り

戻
し
て
い

く
」
と
は
、
五
月
一
四
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
全
国
に
出
さ
れ
て

い
た
緊
急
事
態
宣
言
に
つ
き
、

そ
の
対
象
地
域
の
一
部
を
除
い

て
撤
廃
し
た
際
の
首
相
記
者
会

見
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
た
言
葉

で
あ
る
。
新
た
な
も
の
を
取
り

戻
す
？
取
り
戻
す
な
ら
元
の
日

常
を
だ
し
、
新
た
な
も
の
な
ら

作
り
上
げ
る
と
か
創
造
す
る
と

い
う
の
が
適
当
だ
ろ
う
。一
体
、

取
り
戻
す
の
は
何
な
の
か
、
大 違

和
感
の
あ
る
言
葉
～
コ
ロ
ナ
の
中
で
～

第21回目

い
に
違
和
感
を
持
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
考
え
て
み
た
。
こ

れ
か
ら
は
今
迄
と
同
じ
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
よ
、
け
れ
ど
心

配
し
な
い
で
、
元
の
状
態
に
戻

し
ま
す
か
ら
と
い
う
相
反
す
る

二
つ
の
こ
と
を
一
つ
に
纏
め
て

み
た
ら
こ
の
よ
う
な
言
い
方
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ど
う
に
も

首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
言
葉

遣
い
に
何
度
か
直
面
し
た
。
と

て
も「
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
」

と
語
っ
て
い
る
同
じ
人
の
発
言

と
は
思
え
な
い
。

　
「
当
面
の
間
」
と
い
う
言
い

方
に
も
違
和
感
が
あ
る
。
言
う

の
な
ら
「
当
分
の
間
」
で
は
な

い
か
。
因
み
に
幾
つ
か
辞
書
を

見
て
も
用
例
と
し
て
「
当
分
の

間
」
は
あ
っ
て
も
「
当
面
の
間
」

は
な
い
。
両
方
と
も
さ
し
あ
た

り
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
あ
る

が
、「
当
面
」
は
い
ま
、
現
時

点
で
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ

り
、「
当
分
」
だ
と
し
ば
ら
く
、

近
い
将
来
ま
で
と
い
う
雰
囲
気

が
あ
る
。
と
す
る
と
、
今
回
の

事
態
は
そ
れ
程
長
期
間
に
は
し

ま
せ
ん
よ
、
だ
け
ど
一
週
間
、

一
〇
日
間
で
終
わ
ら
せ
る
自
信
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は
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
の
よ
う
な

思
い
が
「
当
面
の
間
」
と
い
う

微
妙
に
落
ち
着
か
な
い
言
い
回

し
が
選
択
さ
れ
た
理
由
な
の
で

は
な
い
か
。

　
「
前
広
に
」
と
い
う
発
言
も

あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
自
体
は
古

く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
、そ
の
意
味
は
あ
ら
か
じ
め
、

前
も
っ
て
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。
け
れ
ど
そ
の
時
の
発
言
の

流
れ
か
ら
は
「
幅
広
く
、
時
間

を
か
け
て
」
と
い
う
形
で
使
わ

れ
て
い
た
よ
う
だ
。「
広
」
と

い
う
漢
字
に
引
か
れ
て
そ
の
よ

う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
尤
も
「
前
広
に
」
自

体
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
官
僚
の
世
界

で
は
今
も
使
わ
れ
て
い
る
よ
う

だ
か
ら
、
用
意
さ
れ
た
原
稿
を

そ
の
ま
ま
読
ん
だ
結
果
な
の
か

も
、
と
改
め
て
思
っ
た
。

～神白支部での交流会のようす～

　高橋先生による新型コロナウイルス感染症についての

お話の他、日ごろ気になる体の症状についての医療相談

もありました。
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